
１４日(水)に福島市のごみ減量推進課の職員３名のみなさまを講師にお迎えして、環境学習をしている４年生を対象
に「ごみ減量化・資源化出前授業」を行いました。

まずは、黒板に貼られた数種類のごみシールを可燃ごみと不燃ごみに分別する勉強！ごみの分別の大切さを学んだあ
とは、自分たちが持参したPボトルをキャップとラベルと本体に実際に分別することに挑戦しました。

次は、ごみ収集車の見学。ふだんは見ることができない収集車の中を見せてもらい子ども達から「ここが開くんだあ」
「思ってたより中は広いなあ」という声が！ごみ投入口の開閉ボタンの操作の仕方も教えてもらいました。

そのあとは、実際にごみ収集車にごみを投入するお仕事にチャレンジ！ごみを入れた後に操作ボタンを押すと、ごみ
が中にゆっくりと収納されていく…。その様子を何回も観察することができました。

全校児童と職員が１か月以上育ててきたアサガオ１２０鉢が福島あづま
球場のフラワーレーンに飾られるため出発しました。一鉢ごと貼付された
手作りメッセージが選手のみなさんを温かく迎えてくれることでしょう。
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